
心も温まるニュースをお届け

創業50周年！

今回は、創業50周年、信州そば処新兵ヱ(じんべえ)の創業者であり、

初代店主・根津洋司様にお話を伺いました。
今日までの歩みは、洋司さんがまだ“サラリーマン”として神奈川県で働いていた頃、

同年代で地方出身という事で仲良くなった人がそば屋を独立開業、元々「サラリーマ
ンに向いていないのでは？」と思っていた洋司さんは、一大決心をしてその友人の元
へ脱サラをして修行へ。何とその当時27歳！奥さんと子供もいる！！しかし、洋司さ
んは”本気”でした。50種類以上あるメニューをわずか3日間で覚えるという神業！！
それから数年の修行の後、故郷長野県に戻り、南殿に独立開業。7年間の営業を経て、

現在の塩ノ井の土地に店を構える事に。地元や周りの人に大変良くして頂き、地元役
員として活躍したり、辰野町～飯島町を束ねる食品衛生協会長としてご尽力。長年に
渡り地元に貢献してきました。
70歳を過ぎた頃に、息子の直明さん(二代目)にバトンを渡し、今に至ります。

洋司さん曰く、「自分は好きな事をやりたい様にやってきただけ。ついてきてくれた
奥さんや子ども達に感謝です。」と一言。この短い言葉の中に長年の苦労、喜びがつ
まった、深い一言でした。
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イチ押し！人気メニュー

同業者もうなる味。 そば屋だけどカツ丼旨い！と好評です。

もぐもぐ運んで食べるのではなく、「ズズーッ」と思い切り吸って

頂く方が、つゆが一緒に入ってきて、とっても美味しいんだとか✨
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入
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TEL:0265-73-5450
南箕輪村塩ノ井334-1

塩ノ井 木下南部

木下南新町

新兵ヱ

座席数：40席

定休日：月曜日

※祝日なら翌火曜日

始めた当初は珍しかった！人気の一品です。

三
階
そ
ば

今回取材に先立ち、二代目店主・根津直明様にそば打ちの様子

を写真撮影させて頂いたのですが、無駄のない動き、所作の美し

さに見とれてしまい、思わずシャッターボタンを押し忘れてしま

いました(笑) まるで、日本武道の“型”を見ている様でした。

また、店主はこの“温かみある雰囲気を伝統にしていきたい”

とのこと。ぜひお店に来て、店主やご家族の人柄の良さを感じて

頂けたらと思います。

コ
メ
ン
ト

川
島

株式会社

☎ 0265-79-2626
上伊那郡箕輪町中箕輪9707-1

営業時間 11:00～14:00

17:00～20:00

153号ﾊﾞｲﾊﾟｽ

天竜川

JR飯田

木下北殿

信州そば処 様 を突撃取材！

カ
ツ
丼
べ
え

「カネカだよりを見たよ！」で

コーヒーorデザート1品サービス！



【1月】 8・10・15

22・29日

【3月】 5・19日 【4月】 2・16日

【2月】 5・11・12

19・23・26日

上記以外の土曜・祝日と日曜は休業日です

営業日のお知らせ

※変更の場合あり

社
員
の
つ
ぶ
や
き

毎年のお正月にやって来る年神様にお供えしたお餅や里芋、
人参などをその年の最初にくんだお水で煮込んで元旦に食べ
たのがお雑煮の始まりです。

その年の豊作を祈願し、新しい門出を祝うという意

味があります。お餅は昔から「晴れの食」とされ福

の源とされる神聖な食べ物です。

鏡餅の丸い形は「心臓」の意味も有り、神社に祭ら

れている聖なる丸い鏡「神鏡」を形取り、稲作生活

に欠かせない「太陽」の形を意味する等諸説が伝え

られています。

鏡餅を大小２つ重ねるのは福徳が重なる月(陰)と日

(陽)を表すものであり、福徳が重ねて縁起が良いと

言われています。

★お雑煮

★鏡餅

関東では角餅。関西では丸餅。

一般的にはすまし汁仕立て。関西では、白味噌仕立て。

他にも味噌仕立て、汁粉仕立てもあります。

鶏肉や三つ葉、かまぼこ、大根、人参がよく入れるものに

あがりますが具材はその土地の産物が入ることが多いです。

『
私
、
ハ
マ
っ
て
ま
す
』

土曜・祝日の

お餅 ▶

味付け▶

具材 ▶

数
年
前
か
ら
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朝
昼
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放
送
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れ
る
Ｎ
〇
Ｋ
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ラ
マ
に
ハ
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っ
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ま

す
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す
。
ハ
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ま
す
♪

物
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潔
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０
２
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。
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、
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な
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。
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。
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線
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て
し
ま
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た
が
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あ
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と
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る
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こ
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れ
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ッ
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ュ
片

手
に
ハ
マ
っ
て
見
て
い
ま
す
。
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